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デジタル、地域、アナログ

山梨英和学院理事長・院長
山梨英和大学学長

風　間　重　雄

　いまの大学生はもちろん生徒、児童はみんな、「デジタル・ネイティブ世代」です。生まれた

ときから、身の回りには、デジタル機器があらゆるところに使われていました。30代から40代の

教職員も、やはりデジタル・ネイティブ世代であると思います。それだけに、「デジタル」の正の面

と負の面、その両面をきちんと習得していかなければなりません。（負の面の最たるものが、振

り込め詐欺です。）

　いま日本は、「地方創生」の時代と言われています。これは、「地方消滅」と話題になった日本

創生会議報告があまりにも衝撃的であったことへの対策強化とも考えられますが、「地域」の重

要性がこれほど広く深く国民に認識されたことは、あまりなかったように思います。自助努力の

名の下に、地方切り捨て時代の後遺症は、まだまだ癒えていません。

　山梨英和学院では、建学以来絶えることなく、地域に生まれ、地域に育てられ、地域に奉仕し貢献することを旨とし

てきました。そしていま、「敬神、愛人、自修」の校訓にあらためて立ち返ることによって、山梨英和の次の時代に向かっ

て歩みを進めていかなければなりません。そのためには、社会的な最重要インフラとなった「デジタル」である「イン

ターネット社会」に、教職員も学生も生徒も児童・保護者もきちんと向かい合う教育機関であることが求められてい

ます。「デジタル」あってこその、「地域貢献」の時代であると思います。 

　最近ちょっと思い立って、40年以上も前に使っていたレコード・プレーヤーを修理してみました。もう完全にダメになっ

ていると思い込んでいたものが、精密ドライバー一本を使うだけで正常に動くようになりました。いま使っているオー

ディオにつないで、これもまた学生時代から集めていたステレオ録音初期のオペラのレコードを聴いてみました。アナロ

グ特有の雑音はどうしても避けられませんが、馥郁とした音がスピーカーから流れてきました。デジタルに慣れきってい

た耳には、とても新鮮で、とても人間的に感じました。歌っている歌手がすぐそこにいるという感覚を久しぶりに体感し

ました。

　デジタルを取り入れた教育は、いまの時代には不可欠です。しかし、教育はあくまでも人と人との触れあいが基本であ

ると思い至ったひとときでした。

「学問」の場である大学と「キリスト教」

山梨英和大学
副学長（広報戦略担当）

荒　井　　　直

　「敬神・愛人・自修」－この校訓に示されたスピリットを体得し、グローバル化した世界・日

本・山梨や周辺諸地域で活躍できる力を学生に涵養してもらうために、大学では、現在「こころ」「グ

ローバル」「インターネット」という三つのキーワードを掲げ、新たなカリキュラムを構想している。

　アメリカの政治学者シェルドン・S・ウォリンは、「貧困化した精神はそれ自体、どんなに断固と

して経験科学的であろうとしても、貧困化した世界しか見ることができない。…ヴィジョンの豊

かさは、それが引き出されてくる種々の源泉に依存する」と書き、その源泉として「知的好奇心、

幅広い教養、信仰、歴史的感受性」などを挙げたことがある。間違えないようにしたい。豊かな

ヴィジョンがあれば科学的・学問的でなくてもよいということではない。豊かなヴィジョンをも

ち、科学的・学問的に世界の諸事象を把握でき、ひとりひとりが、彼女なり彼なりに社会に貢献しながらも、紛れようも

なく「山梨英和」ブランドである学生を育成すること。これが新カリキュラム体系の目的である。

　大学とは、第一義的に「学問」をする場である。そして、キリスト教のスピリットをコーナーストーンとして建学された

本学は、学問的営為を真摯に遂行する上で、そうでない大学よりも優位な場であると言えよう。なぜなら、キリスト教

は、被造世界の一部を神格化＝権威化することを禁止し、あらゆる人間的活動を相対化することで、学問に不可欠な批

判的な知を形成する根拠となるからである。人間には、自分たちが作り出したもの、国家、諸制度、文化、信仰、学説な

どに権威を認めたがる傾向がある。しかし、そうした権威に跪拝するならば、それは被造物の神格化に他ならない。

「学問」とは約めて言えば「批判的な知の行使」であり、それはどんな権威にも及ぶ。だから、対象が何であれ真摯に

研究・教育することは、大学教員・学生を諸々の権威による拘束から自由にする。そして、この自由の維持のためには、

被造世界を相対化できる超越的根拠の確保が要る。もちろん、それはキリスト教の神信仰に限定される必然性はない

だろう。とはいえ、「学問」とキリスト教はきわめて親和的と言えるのである。

　新カリキュラムの実施にあたり、このことを改めて銘記したい。

“一人ひとりの賜物を活かして”

山梨英和中学校・
高等学校
校　長

三　井　貴　子

山梨英和こども園
園　長

大　木　正　人

　「私があなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい」

　　（ヨハネによる福音書13章34節）

　「神さまが与えてくださった賜物は何なのか。それをどのように活かす事ができるのか？」生

徒たちは山梨英和中高の6年間で自分と向き合いながら、この答えを探します。そして、「自分に

できること！」を様々な形で実践しています。全校で取り組んでいるのは、創立記念日（花の日）

の施設訪問です。120年以上前に生徒の発案によって始められたこの行事は現在も大切に引き

継がれています。今年も126回目の創立記念日を迎えましたが、午前中に全校で記念礼拝を守り、

お花と手紙を持って全県下の施設を訪問しました。初めて花の日を経験した中学1年生は次のよ

うな感想を書いています。

　「とても嬉しく感動的でした。お年寄りの方々に気持ちが伝わるよう一生懸命気持ちを込めて手紙を読み讃美歌を

歌いました。最初はお元気のなさそうな方も笑ってくれたので、とても嬉しかったです。逆に元気をいただきました。本

当に貴重な体験ができました。」

　タイやラオスの学校に行けない子どもたちを支援するウォーカソンは25年以上続いています。有志による東日本震災

ボランティアも年々輪が広がっています。中学生全員が分担して週に一度、学校から甲府駅までの範囲の清掃活動を行

っています。YWCAひまわり部は、近隣の一人暮らしのお年寄り宅への配食ボランティア、炊き出しボランティア、聖ヨ

ゼフ寮への定期的な訪問などを行っています。また、3年前から実施しているJICA研修では、今年は不要になったラン

ドセルを回収し、カンボジアの子どもたちにプレゼントしました。これも生徒のアイディアです。全てを紹介し切れませ

んが、大切なのは、生徒たちが「自分にできること」を考え実行に移しているという事です。これこそ山梨英和の校訓で

ある「敬神・愛人・自修」の実践そのものです。これからも、その時に必要な活動を生徒自らが考え、仲間と協力しなが

ら実践していけるような学校でありたいと思います。それが地域に根ざしたキリスト教教育を担う山梨英和の使命であ

ると認識しています。

山梨英和の3つの認定こども園　―新しい名前に込めた思い―

　4月1日から施行された子ども･子育て支援新制度により、山梨英和幼稚園と韮崎英和幼稚園

は幼稚園型認定こども園に、幼稚園型認定こども園だった石和英和幼稚園は幼保連携型認定こ

ども園になりました。この機会に園の名称も建学の精神をより鮮明にあらわすべく変わりました。

　山梨英和設立にかかわったカナダメソジスト教会婦人伝道会には、教育をただ自己の出世や

栄達のためにするのではなく、隣人のため、社会のため、弱者のために役立つものにしたいとの

思いがあったと聞いています。「すべてのこどもたちの最善の利益」をめざして認定こども園とな

った3園はこれからもこの思いを大切にしたいと願い、各園の新しい名称には「山梨英和」の名を

冠し、ゆかりのある女性宣教師のお名前を付してその精神を覚え、保育･教育を継続して一体的

に行う「こども園」として、山梨英和幼稚園は山梨英和カートメルこども園、韮崎英和幼稚園は山梨英和ダグラスこど

も園、石和英和幼稚園は山梨英和プレストンこども園としました。

　ミス･カートメルは東洋英和女学院の創立者ですが、1894-96年山梨英和に在職され山梨英和内外の人達から敬愛

されました。甲府のカートメル会館にあった山梨英和女学校附属英和幼稚園はカートメル幼稚園と呼ばれて長く山梨

英和幼稚園の通称として親しまれました。今でもその名で話される卒園生の方がおられます。ミス・ダグラス(1937-39、

55-67在職)は山梨英和で教育に当たられつつ、韮崎教会で礼拝を守り宣教師として多くの人達を物心両面で支えられ

ました。やさしい笑顔を絶やさずつねに縁の下の力持ちに徹した先生の人柄と働きは私たちが見習うべきものです。先

生は県の教育功労者としても顕彰されています。ミス･プレストンは山梨英和女学校の創設期を担い、さらに第3・5代校

長を歴任されました。伝道者としても甲府、韮崎、市川、勝沼、加納岩等に赴かれました。文学や音楽などの芸術面で

も地域や学校に貢献された先生は同窓会を設立された他、日本が帝国主義に舵を切った時代に抗するかのように、愛

の奉仕のわざとして今も大切に受け継がれている花の日の行事を山梨英和で始められました(1892年)。新しい名称によ

る「認定こども園」となった3園はその名にふさわしいキリスト教保育･教育を展開したいと願っています。
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「渋谷りつ子さんをお招きして」
　2015年5月19日のチャペルアワーで、渋谷りつ子さんをお招きしました。渋谷さんは、インドのマザーテレサの家関連施設ダヤダ

ンで22年間ボランティアとして奉仕されています。貧しさゆえ親が育てることのできない障がいをもったこどもたちに、食事の介助、

洗濯、リハビリやマッサージを施し、こどもたちの日々の生活を支えておられます。

　16歳でウィーンに渡り、音楽を学び、日本へ帰る途中に立ち寄ったインドでご自身の人生が大きく変えられ、今日までこどもたちに

一番近いところで深い愛をもって過ごしてこられました。インドでは過酷な環境の中で一生懸命生きている人々やこどもがいること、

いまそれぞれが置かれている環境において、感謝の思いをもって、他の人へ思いやりを持つことの大切さを語られました。渋谷さん

のようにすべてを捨てて謙虚に生きることはなかなかできない私たちです。しかし、尊い経験と語られたお言葉を心に留め、これか

らも支援していけたらと願っております。

「新カリキュラムをスタートさせます！！」
　2016年4月、時代と社会のニーズに応えるべく、新カリキュラムをスタートさせます。

【1】 フルーエンシー

　　　　「フルーエンシー」を辞書で引くと「流暢さ、よどみなさ」とあります。複雑化する社会を生き抜く「人間力」を身につけるには、

　　　　「創造性・協調性・課題解決力・コミュニケーション」などが必要です。これらをよどみなく使いこなすための「フルーエンシー

　　科目」を多く必修科目にすえ、すべての学生に「人間力」を身につけてもらうよう、充実させています。

【2】 ３領域

　　　　「こころ・グローバル・インターネット」これが、新カリキュラムのキーワードです。現代の、そしてこれからの社会で活躍するた

　　めにはこれらを基盤とした知識や技術を身につけるべきだと考え、３つの領域を設けました。

　　■ サイコロジカル・サービス：「こころ」を理解し「ひと」を支える、心理の専門家を育てます

　　■ グローバル・スタディーズ：グローバルな視点から日本と世界を見つめ、真の国際人を育てます

　　■ メディア・サイエンス：ICTを駆使して新たな価値を創造するクリエイター、イノベーターを育てます

　　それぞれの領域を深く学んで専門性を身につけることも重要ですが、複数の領域にまたがる部分にこそ、山梨英和大学の学び

　　の真髄があります。

【3】 オープンラーニング

　　これからの社会を力強く生き抜くためには、幅広い教養も必要です。３領域の外の部分にも人間力を身につけるための学びが

　　あると考え、地域の方 と々も共に学ぶオープンラーニング科目を設置しました。書道・スポーツ・英会話・美術・文学などの開講

　　を予定しています。

【4】 ４学期制

　　新しい学びでは、学びのフィールドはキャンパスの中にも外にもあります。４学期制は２ヶ月を１学期とし、１年間を４学期とす

　　る制度です。４学期制によって週に２回学ぶ科目では効果的な学習につながるほか、短期の海外留学やインターンシップなど

　　にも参加しやすくなります。

　　新たな山梨英和大学の学びにご期待ください。

「山梨英和大学の地域連携」

甲州市との包括的連携協定締結式 農村ワーキングホリデーセミナー 第50回武田勝頼公まつり

　山梨英和大学は、甲府の地にあって、長く若者の教育や地域住民の生涯教育に携わってきた経験と実績があります。そうした経

験と実績を踏まえ、2014年度より山梨英和大学では地域社会の変容に対応しつつ地域の自治体、産業界、金融界、言論界などと協

働して、多様化する課題の解決に取り組んできました。地域の活性化に奉仕できる人材を輩出する拠点として取り組んでいます。主

な活動としては、

　山梨県：「子ども・若者の不登校、ひきこもり対策支援」、「犯罪被害者支援学生ボランティア」

　甲府市：「教育支援ボランティア」

　笛吹市：「教育支援ボランティア」「地域再発見ウォーキングマップ制作」

　甲州市：「都市と農村の交流活性化」「地域活性イベントなどへの協力」

　これらの活動が認められ、笛吹市、甲州市とは包括的連携協定の締結がなされました。

甲州市での活動「都市と農村の交流活性化」においては、事前学習、農家へホームスティをしながらの農業体験、甲州市民の前での

体験発表会を行いました。その他、地域のまつりなどに参加し、学生の目線での課題提起を行うなどの活動をし、高い評価を得られ

ました。教育の場、犯罪被害者支援の場、農業の場などに学生は積極的に出向き、活動を行っています。

　2015年度はさらに踏み込み、カリキュラムに地域連携活動に関する科目「サービスラーニング」を新たに設け、単位として認め、

のべ、100名の学生が履修をしています。地域について学ぶ「山梨学」も2科目開講に増え、学生が地域について学ぶカリキュラムも

増えております。

　少子高齢化対策、教育支援、地域活性化など地域社会は多様な課題を抱えています。山梨英和大学も、グローバル化が進み多

様化する現代社会に対応して生まれ変わりつつあります。本学は、その教育・研究のリソース、学生・大学院生・教職員・卒業生など

の人的資源を最大限に活かして、そうした課題に取り組んでいます。 学生達は、地域社会での経験を積み、多くの方にささえられ、

大学内での学びだけでは得られない貴重な経験を通して成長しています。
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2015年度入試合格者数

2014年度卒業生進路状況

【国公立大学】

進路先

学部･学科系統別進学先
　　　（　　）内は、卒業生数に対する割合

    (　　）内は、進学者数に対する割合

【私立大学】 【海外進学】

【専門・各種学校】      【私立短期大学】

千 葉 1

卒 業 生 数 進  学  者  数  1 0 1  ( 進学率 9 4 . 4 % )

107

就 職

2
（1.9％）

そ の 他

4
（3.7％）

四 年 制 大
84

（78.5％）

短 大
12

（11.2％）

専 門 学 校
3

（2.8％）

留 学
2

（1.9％）

自然科学系 融　　合　　分　　野

15
（14.9％）

社会科学系

13
（12.9％）

人文科学系

39
（38.6％）

進 学 者 数

101
総合・学際系

7
（6.9％）

家 政 系
17

（16.8％）

教 育 系
1

（1.0％）

芸 術 系
9

（8.9％）

山 梨 3
国際教養 1
秋田公立美術 1
都留文科 2
山梨県立 2
静岡県立 1
福井県立 2
合 計 13

山梨英和 17
国際基督教 3
青山学院 6
立 教 2
明 治 3
中 央 4
学 習 院 2
芝浦工業 1
東京農業 2
関西学院 1
同 志 社 1
立 命 館 1
東京女子 5
津 田 塾 3

成 蹊 1
成 城 2
明治学院 2
自治医科 2
昭 和 1
麻 布 1
東 邦 1
日 本 4
駒 澤 3
専 修 8
玉 川 1
文 教 1
獨 協 1
神田外語 1

龍 谷 1
京都外国語 1
女子栄養 1
東京家政 1
白百合女子 2
フェリス女学院 2
清泉女子 1
大妻女子 4
共立女子 1
実践女子 2
東洋英和女学院 3
国立音楽 1
洗足学園音楽 1
東京音楽 1

東京造形 1
埼玉医科 1
杏 林 1
岐阜医療科学 1
明 海 1
東京医療保健 3
東京工科 2
神奈川工科 1
千葉科学 1
酪農学園 1
東 海 1
大東文化 1
桜 美 林 1
東京経済 2

城 西 1
駒沢女子 1
東京純心女子 1
ルーテル学院 1
淑 徳 1
十文字学園女子 1
東京聖栄 1
山梨学院 5
帝京科学 4
健康科学 2
京都ノートルダム女子 1
福 山 1
合 計 150

日本女子 1 南 山 1 多摩美術 1 目 白 2
昭和女子 1 愛 知 1 女子美術 2 江 戸 川 1

実践女子 1
女子美術 1
立教女学院 2
聖 徳 1
山梨学院 5
帝京学園 1
合 計 11

帝京山梨看護 1
諏訪赤十字看護 1
新東京歯科衛生士 1
東京モード学園 1
合 計 4

Palomar Community 
College 1
Orange Coast 
College 1
合 計 2

【私立大学校】

京都伝統工芸 1
合 計 1
【公立短期大学】

大 月 1
合 計 1

　私は昨年１２月に行われた「ユネスコスクール高校生ESD作文コンテスト」にて入賞し、３月２１日から２８日までの７日間、ESD国

際交流プログラムに参加してフランスとドイツを訪れました。ESDとは、Education for Sustainable Development(持続可能な開

発のための教育)の略称です。このプログラムでは『持続可能な社会を目指して、私にできること』というテーマのもと、フランス・パ

リにあるユネスコ本部をはじめ、多くの施設を訪問し、学びを深めました。

　ユネスコ本部とパリのユネスコスクールでは、プレゼンテーションをする機会が与えられました。私はウォーカソンや、生徒会活

動の中で行っているボランティア活動など、山梨英和のユネスコスクールとしての取り組みを紹介しました。また、私の住んでいる

南アルプス市がユネスコエコパークに登録されたことを通して山梨の魅力も紹介しました。英語でのプレゼンテーションということ

もあり緊張しましたが、先生方からのご指導のおかげで、しっかりと会場にいた方々に山梨英和、そして山梨のことを紹介すること

が出来ました。他にパリでは、UNESCO日本政府代表部、三菱東京UFJ銀行パリ支店を訪問し、実際に世界で活躍する職員の方々

からたくさんの貴重なお話を伺うことが出来ました。

　ドイツでは、ハイデルベルクにあるユネスコスクールを訪れ、ボランティア活動についてのディスカッションを行う機会があたえ

られました。現地の高校生との交流で様々なESD活動を学び、同じ高校生である彼らが真剣に地球の将来や世界中の子供たちの

教育について考えている姿を見たときには「自分にも出来ることがある」ということを再確認させられました。

　今回のプログラムに参加したことで、多くの方々、文化、歴史に触れ、教養が深まり、自分が成長する大きなきっかけを作ることが

出来たと感じます。このような素晴らしい機会を与えてくださったすべての方々に感謝したいと思います。ありがとうございました。

高校3年1組　石川千尋

　３月２３日夜から２６日早朝までの予定で、聖歌隊、テニス部、剣道部の中高生２２名、引率の先生方４名で被災地復興ボラン

ティアに行ってきました。このような春休みの山梨英和中高生のボランティアは今年で３年目になります。

　私は今回はじめて“被災地”という場所に行きました。夜行バスで甲府駅を出発２４日朝に仙台駅に着いたとき、山梨と比べあま

りにも都会だったため、今回のボランティアは意味があるのか、もう必要ないのではないか、と思ってしまいました。

　ところが、被災者支援センター「エマオ」を通して様々な場所へ行き、ボランティア活動を経験した今“まだ震災は終わってない”

と実感しています。

ESD国際交流プログラムに参加して

東日本大震災被災地復興ボランティアに参加して

海のすぐ近くにあったため、津波の被害にあった介護施設へ行ったときです。それまで、私は“津波とわかったらすぐに走って逃げ

ればどうにかなるのではないか”と恥ずかしながら思っていました。でも、津波は８ｍの高さで襲いかかってきたといいます。身体が

不自由だったお年寄りは逃げることができずに亡くなってしまった、という施設の中に入ることができました。とても静かでした。床

は土や砂で汚れたままでした。天井や床が剥がれかけているところもあり、とても殺風景でした。何とも言えない切なさと悲しさを

感じました。お年寄りの方々が、いつも眺めていた海に、津波に、どんな気持ちでのまれていったのか、考えたくもない、本当に悲し

い事実を知りました。

　２５日の最後に、「鳴瀬未来中学校」の制野先生より震災を経験した中学生達の話を聞かせていただきました。実際に母親を

亡くした女子生徒の話を聞き、涙が出てきました。母親の笑顔、声、しぐさ…を忘れてしまうのが恐い、という悲しい内容でした。

はじめて自分の母親が本当に死んでしまったら、と考えました。今、母がいること、家族の大切さを知りました。“命は失ってはじめ

て気づくもの”この言葉が、こんなにも重く感じたことは今までありませんでした。

　まだまだ、感じたことをうまく書ききれません。でも一人でも多くの人が被災地の現実を知るべきだと思いました。今回、参加でき

て本当によかったです。ボランティア活動を支えてくださった全ての方々に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

高校2年2組　並木賀子
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育という表現で今まで大事にし、またこれからも変わる

ことなく大切にしていきたいことに他なりません。認定こ

ども園となった山梨英和の3園は幼稚園として積み重

ね、大事にしてきたものを、子どもの権利条約がいう〈子

どもの最善の利益〉という観点によって積極的に位置づ

け、乳児期から就学まで切れ目なく一貫してキリスト教保

育を提供することで保護者や地域のニーズに応えて行きま

す。そのひとつとして山梨英和プレストンこども園は、山梨

英和学院が学校法人として笛吹市と包括協定を結んだのを

機に地域子育て支援拠点事業を山梨英和大学の協力を得

て始めました。詳細については別稿をお読みください。その

ほかDrop inやWelcome dayといった子育て支援プログラ

ムを始め、異年齢児の縦割りによる交流活動や自然探検、

世界に目を向けての活動や卒園生の会など、それぞれの園

が工夫を凝らして尚一層の活動の充実、展開をめざしてい

ます。

　「教育を隣人のため、社会のため、弱者のために役立つ

ものとしたい」との願いをもって立てられた山梨英和に連な

るわたしたちは、認定こども園から中高へ、そして大学へと

つながり、広がるキリスト教教育の一翼を各園で担うことを

通して、この時代に求められている建学の精神の実現をめ

ざします。

　今年4月から「子ども･子育て支援新制度」が施行され

ました。これは保護者が子育てについての第1義的責任

を有するという基本的認識の下に、幼児期の学校教育･

保育、地域の子ども･子育てを総合的に推進することを目

指す制度です。この制度について「保育や幼児教育のあ

り方を考えるとき、子どもの権利条約における子どもにと

っての最善の利益の保障について深く理解することが求

められている」と専門家は指摘しています(近藤幹生『保

育と何か』岩波新書)。実際、今回の新制度や認定こども

園に関してしばしば用いられるのが〈すべての子どもの

最善の利益〉という言葉です。

　子どもの最善の利益とはいっても子どものわがままが

認められるということではありません。子どもにかかわる

すべての活動が子どもの発達にふさわしい内容と方法で

行われることを意味します。おとなの都合や考え方では

なく、文字通り子どもの最善の「利益」をめざすのです。

国連が1989年に制定し、その5年後に日本が批准した子

どもの権利条約で「利益」と訳されているのは、ラテン語

のインテル･エッセに由来する英語のinterestの複数形で

す。interestのinterは「ものともの、こととこととの間を意

味し、estはto beだから、あいだにあるもの、つまり本来、

過程を意味している」と教育学者の太田堯はいいます。こ

の言葉は「関心」とも訳せます。利益とはいっても結果や

成果のことではなく、可能性や創造性に富んだ子どもの

関心や、あるめあてをめざしてその気になって没頭する

場合の意味を含んでいます。その意味で最善のinterests

は一人ひとり違います。保育者は子どもたち一人ひとりが

成長･発達していくその過程、プロセスのinterestsに寄り

添い、配慮し、支える。これが子どもの最善の利益の保

障がめざすものです。

　これは山梨英和の幼稚園が遊びを中心にした保育･教

園長　大木正人幼稚園から認定こども園へ ― 子どもの最善の利益の保障 ―

認定こども園

ドロップ・インでの一場面／山梨英和カートメルこども園

花の日（警察署をお訪ねしました）／カートメル

畑にて、0、1、2歳のこどもたち／カートメル

な～んにもない森が子ども達の遊び場です／ダグラス

みんなで一緒にダンス／ダグラス

あかちゃんも一緒！みんな友だちパーティー／山梨英和ダグラスこども園

花の日（ありがとうのお気持ちを届けました）／山梨英和プレストンこども園
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園長　大木正人幼稚園から認定こども園へ ― 子どもの最善の利益の保障 ―

認定こども園

ドロップ・インでの一場面／山梨英和カートメルこども園

花の日（警察署をお訪ねしました）／カートメル
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な～んにもない森が子ども達の遊び場です／ダグラス
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あかちゃんも一緒！みんな友だちパーティー／山梨英和ダグラスこども園

花の日（ありがとうのお気持ちを届けました）／山梨英和プレストンこども園
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　今年は、明治28年11月3日山梨英和女学校の同窓会が発

足し120周年になります。同窓会の必要性を提唱された新海

栄太郎校主が初代会長となられました。女性の地位の未だ

低かった当時、様々な困難のある中で卒業生が互いに助け合

い慰め合う場の必要性を感じられたからとのことです。

　以来強い絆と温かい交わりが特色として同窓会は発展

して来ました。今年は友愛、事業、広報通信の3部による通

常の活動に加えて、去年発足した史料委員会を中心にこの

歴史ある同窓会の歩みを大切に見つめ直し将来によき備

えが出来るように史料収集等に努めたいと願っています。

卒業生や英和に関係のある方々のご協力をお願い致します

。また創立120周年を感謝して、クリスマス礼拝を小規模な

がら、「120周年記念クリスマス礼拝」として守る予定です。

多くの皆様と共に恵み豊かなよい礼拝としたく願っていま

す。皆様のご参加をお待ちしています。更に、新入会員の数

も年々少なくなる中で、若い会員にも魅力ある同窓会を目

指したいと考えています。

　母校はSSHの指定校、ユネスコスクールなど、生徒数減少

の中も新しい教育内容が展開されています。キリストの愛を土

台にますます充実した学校となるよう、祈りを持って母校を支

え、また具体的な協力もして生きたいと考えています。

中　学　・　高　校
同窓会創立１２０周年を感謝

2015年度活動計画
定期総会
花の日
親睦バス旅行
東京支部総会
学園祭参加
秋の集い
バザー
クリスマス
新入会員受入式
クラス委員会
同窓通信

5月16日（土）
5月25日（月）
6月10日（水）
6月6日（土）
6月27日（土）
10月7日（金）
11月6日（金）
12月9日（水）
2月
7月　11月　3月
111号　112号　113号発行

2015年度役員

　5月9日（土）第39回同窓会定期総会が英和大学グリン

バンクホールにて開催され、楓の瑞々しい新緑が迎える中、

本年も多くの同窓生の皆様にお越しいただきました。本年

は、当番学年の短大9期卒の方 と々共に4大卒の有志の方々に

も幹事に加わっていただき、4年制大学となって久しい母

校の新鮮な風が、同窓会にもさわやかに吹き渡りました。

　打楽器アンサンブルの心地良い音色のコンサートをはじ

め、「愛宕キャンパス編」と「横根キャンパス編」の懐かしいス

ライド上映等、共感しあえる同窓生同志、世代を超え交流を

深めた1日でした。

　今後も楓風祭・クリスマスツリー点火祭、さらには昨年

会報「楓」にて紹介しました「メイプルカレッジ」への、同

窓生の皆様のご参加をお待ちしております。また、「メイプ

ルカレッジ」は、一般の方も受講可能ですので、ご友人・ご

家族を誘われてはいかがでしょうか？同窓生を通じて、地

域の方をはじめ大勢の方々に「山梨英和」を身近に知って

いただけますよう、皆様のお力添えを重ねてお願いいたし

ます。母校につながる枝葉が、さらに広がりますように。

　♪ご結婚される同窓生へ祝電をさしあげております。電

話またはFAXにてお知らせください。

　　「愛はすべてを結ぶ絆」が、今年度の大学での標語となってい

ます。山梨英和は山梨県内唯一のキリスト教主義学校として、

１２６年の歴史を刻んできました。上記のような標語を掲げる学校

は、一般の学校には見られないものと思います。それは、学校が

知識や技能を養成する場であること（園児、生徒、学生もそれを

目指して入園、入学してくること）はもちろんですが、キリスト教主

義学校にはそれ以上の使命があるということです。新島襄も同志

社設立にあたって、知識を学ぶことよりももっと大事なことがある。

それは人を愛することだと述べています。それを言い換えれば、

「キリスト教信仰に基づく人格教育」ということになります。山梨

英和で学ぶ園児、生徒、学生が互いを思いやるという愛の絆で結

ばれ合うことこそが、教育の主目的であると言えます。

　　山梨英和学院の三つのこども園、中学校、高等学校、大学、大

学院は組織的、経営的に密接なつながりを持っています。しかし

それ以上に、同じキリスト教信仰を土台として教育に携わるものと

して、互いに思いやり合い、助け合う関係を大事にしつつ、これから

も愛の絆で結ばれ合っていくことを願うものです。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山梨英和大学宗教主任　深津容伸）

　４月１日より山梨英和プレストンこども園では、笛吹市の子育て支援

拠点事業として「子育て支援センターえいわ」を開設しました。

　乳幼児期の育ちは、家庭を基盤としながら、成長に応じた子どもたち

同士のかかわりや、世代を超えた様々な人たちとの交流を通して培われ

ていきます。また、人格の基礎が形成されるこの時期に、親が子どもに

しっかりと向き合い、豊かな子育てを行うことができるように、地域の

支えを高めていくことも大切です。そういう意味で、子育て支援センター

は、親子と地域を結びつける“架け橋”のようなものと考えます。

　「子育て支援センターえいわ」に集う方々には、『一人ひとりが社会の

大切な一部分である』という責任と学びを求める能動的な存在であって

いただきたいと思います。具体的には、山梨英和大学の全面的なご協力

を頂き、臨床心理士（大学教員）による子育て相談日の定期的な開設や、多世代交流としてiPadを使ったITの研修、子育て講演会

の他、先輩ママボランティアの方々による親子ふれあい遊びや陶芸活動等を行っています。

　「子育て支援センターえいわ」は、豊かな地域社会

の一助となるべくこれからも活動を広げていきたいと

思います。

大　学　・　短　大
母校とつながる枝葉を広げて

　　2005年4月から「個人情報の保護に関する法律」が施行されま

した。山梨英和学院は、同法、文部科学省の指針等を遵守し、収

集した情報を厳重に管理します。なお、学生・生徒・園児の表情

やキャンパス等の様子を紙面で伝えるために、行事等の写真を掲

載することをご理解くださいますようにお願い申し上げます。

2015年度活動計画

「愛を身につけなさい。
　　　　　愛はすべてを完成させるきずなです」　
　　　　　　　　　　（コロサイの信徒への手紙　３章１４節）

開所日時：平日（月～金）９：００～１７：００
連絡先：TEL ０５５－２６２－３８８０
所在地：笛吹市石和町窪中島１９０－２
認定こども園山梨英和プレストンこども園２階

聖書のことば

入学式出席・保護者湯茶接待
総会・親睦バス旅行案内状 発送
第１回　定例役員会
歴代会長会・学年代表委員会
第2回　 定例役員会
第３9回  同窓会定期総会（大学内）
親睦バス旅行
 （横浜イングリッシュガーデンとインターコンチネンタルのランチ）
第3回　定例役員会
第4回　定例役員会
歴代会長会
第5回　定例役員会
第6回　定例役員会
第７回　定例役員会
会報｢かえで｣発送
紅楓祭ブース参加
クリスマスツリー点火祭出席
第8回　定例役員会
第9回　　定例役員会
第10回　 定例役員会
新入会員受け入れ式
卒業式出席
第11回　 定例役員会

4月2日（木）
4月3日（金）
4月7日（火）
4月24日（金）
5月1日（金）
5月9日（土）
5月27日（水）

6月
7月

9月
10月
11月

12月
1月
2月
3月

同窓会事務局は、月・木（午前10時から午後4時）に開いています。
電話・FAX 055-253-7991
Eメールアドレス　eiwadosojsh@yahoo.co.jp

同窓会事務局は、火・金（午前10時から午後3時）に開いております。
電話・FAX 055-231-2299
Eメールアドレス　eiwadoso@ruby.plala.or.jp

大　学

主な行事予定（2015年7月～2016年3月）

☆紅楓祭

☆クリスマスツリー点火祭

☆クリスマス礼拝・祝会

☆卒業礼拝

☆卒業式・学位授与式

１０月３１日(土)～１１月１日(日)

１１月２４日(火)

１２月１８日(金)

３月１４日(月)

３月１５日(火)

中学・高校
☆グリンバンク杯

☆クリスマスツリー点火式

☆クリスマス礼拝

☆卒業礼拝

☆高校卒業式

☆中学卒業式

１１月２０日(金)

１１月２６日(木)

１２月２３日(水)

２月２６日(金)

２月２９日(月)

３月１７日(木)

法人本部
☆山梨英和創立126周年記念コンサート

☆山梨英和学院教職員クリスマス礼拝

１１月１４日(土)

１１月２８日(土)

こども園
☆運動会

 

 

☆クリスマス礼拝

 

 

☆卒園式

カートメル

ダグラス

プレストン

カートメル

ダグラス

プレストン

カートメル

ダグラス

プレストン

１０月３日(土)

１０月１２日(月)

１０月１０日(土)

１２月１９日(土)

１２月１２日(土)

１２月１９日(土)

３月２２日(火)

３月２１日(月)

３月１９日(土)

会長 藥袋　洋子
副会長 寺田　幸子
副会長 古屋　真智子
副会長 中島　雅子
友愛部長 宮沢　光子
事業部長 奈良　和美

東京支部長 浜野　優子
会計監査 五味　雅子
会計監査 中村　京子
事務局長 大代　由美子
事務局員 藤本　紀子
事務局員 荻野　伊津子

広報通信部長 古屋　知子

子育て支援センター「えいわ」開設

「個人情報の保護に関するお知らせ」

「臨床心理士である窪内節子副学長による相談日の様子」

髙野様 訃報
　　山梨英和学院理事・評議員、髙野本男様には、２０１４年９月
２６日に９０歳をもってご召天されました。
　　髙野様には、半世紀もの長きにわたり、本学院の理事・監事
・評議員として多大なご尽力をいただきました。謹んで哀悼の
意を表します。
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　「子育て支援センターえいわ」は、豊かな地域社会

の一助となるべくこれからも活動を広げていきたいと

思います。

大　学　・　短　大
母校とつながる枝葉を広げて

　　2005年4月から「個人情報の保護に関する法律」が施行されま

した。山梨英和学院は、同法、文部科学省の指針等を遵守し、収

集した情報を厳重に管理します。なお、学生・生徒・園児の表情

やキャンパス等の様子を紙面で伝えるために、行事等の写真を掲

載することをご理解くださいますようにお願い申し上げます。

2015年度活動計画

「愛を身につけなさい。
　　　　　愛はすべてを完成させるきずなです」　
　　　　　　　　　　（コロサイの信徒への手紙　３章１４節）

開所日時：平日（月～金）９：００～１７：００
連絡先：TEL ０５５－２６２－３８８０
所在地：笛吹市石和町窪中島１９０－２
認定こども園山梨英和プレストンこども園２階

聖書のことば

入学式出席・保護者湯茶接待
総会・親睦バス旅行案内状 発送
第１回　定例役員会
歴代会長会・学年代表委員会
第2回　 定例役員会
第３9回  同窓会定期総会（大学内）
親睦バス旅行
 （横浜イングリッシュガーデンとインターコンチネンタルのランチ）
第3回　定例役員会
第4回　定例役員会
歴代会長会
第5回　定例役員会
第6回　定例役員会
第７回　定例役員会
会報｢かえで｣発送
紅楓祭ブース参加
クリスマスツリー点火祭出席
第8回　定例役員会
第9回　　定例役員会
第10回　 定例役員会
新入会員受け入れ式
卒業式出席
第11回　 定例役員会

4月2日（木）
4月3日（金）
4月7日（火）
4月24日（金）
5月1日（金）
5月9日（土）
5月27日（水）

6月
7月

9月
10月
11月

12月
1月
2月
3月

同窓会事務局は、月・木（午前10時から午後4時）に開いています。
電話・FAX 055-253-7991
Eメールアドレス　eiwadosojsh@yahoo.co.jp

同窓会事務局は、火・金（午前10時から午後3時）に開いております。
電話・FAX 055-231-2299
Eメールアドレス　eiwadoso@ruby.plala.or.jp

大　学

主な行事予定（2015年7月～2016年3月）

☆紅楓祭

☆クリスマスツリー点火祭

☆クリスマス礼拝・祝会

☆卒業礼拝

☆卒業式・学位授与式

１０月３１日(土)～１１月１日(日)

１１月２４日(火)

１２月１８日(金)

３月１４日(月)

３月１５日(火)

中学・高校
☆グリンバンク杯

☆クリスマスツリー点火式

☆クリスマス礼拝

☆卒業礼拝

☆高校卒業式

☆中学卒業式

１１月２０日(金)

１１月２６日(木)

１２月２３日(水)

２月２６日(金)

２月２９日(月)

３月１７日(木)

法人本部
☆山梨英和創立126周年記念コンサート

☆山梨英和学院教職員クリスマス礼拝

１１月１４日(土)

１１月２８日(土)

こども園
☆運動会

 

 

☆クリスマス礼拝

 

 

☆卒園式

カートメル

ダグラス

プレストン

カートメル

ダグラス

プレストン

カートメル

ダグラス

プレストン

１０月３日(土)

１０月１２日(月)

１０月１０日(土)

１２月１９日(土)

１２月１２日(土)

１２月１９日(土)

３月２２日(火)

３月２１日(月)

３月１９日(土)

会長 藥袋　洋子
副会長 寺田　幸子
副会長 古屋　真智子
副会長 中島　雅子
友愛部長 宮沢　光子
事業部長 奈良　和美

東京支部長 浜野　優子
会計監査 五味　雅子
会計監査 中村　京子
事務局長 大代　由美子
事務局員 藤本　紀子
事務局員 荻野　伊津子

広報通信部長 古屋　知子

子育て支援センター「えいわ」開設

「個人情報の保護に関するお知らせ」

「臨床心理士である窪内節子副学長による相談日の様子」

髙野様 訃報
　　山梨英和学院理事・評議員、髙野本男様には、２０１４年９月
２６日に９０歳をもってご召天されました。
　　髙野様には、半世紀もの長きにわたり、本学院の理事・監事
・評議員として多大なご尽力をいただきました。謹んで哀悼の
意を表します。
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2016 年度大学・高校・中学入試要項及び幼稚園入園要項

入　　試　　制　　度

入　　試　　区　　分 出　　願　　期　　間 試　　験　　科　　目試験日

中　　　学　　　校

高　　　等　　　学　　　校

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

Ⅴ期

Ⅵ期

山梨英和高等学校

　９月　１日（火）～　９月１０日（木）

　９月２４日（木）～　９月３０日（水）

１０月２７日（火）～１１月　４日（水）

１１月２６日（木）～１２月　２日（水）

　１月　６日（水）～　１月２０日（水）

　２月　５日（金）～　２月１２日（金）

　９月２４日（木）～　９月３０日（水）

１０月２７日（火）～１１月　４日（水）

１０月２７日（火）～１１月　４日（水）

　１月　６日（水）～　１月２０日（水）

１０月２７日（火）～１１月　４日（水）

　１月　６日（水）～　１月２０日（水）

　２月　５日（金）～　２月１５日（月）

　１月　６日（水）～　２月　２日（火）

　２月　３日（水）～　２月１６日（火）

　２月１７日（水）～　３月　９日（水）

　３月１０日（木）～　３月２２日（火）

郵送：１１月３０日（月）～

　　　１２月１１日（金）消印有効

郵送：１１月３０日（月）～

　　　１２月１１日（金）消印有効

郵送：１月１２日（火）～２０日（水）必着

窓口：１月２１日（木）9:00～17:00

窓口・郵送：１月２５日（月）～

　　　　　２月３日（水）必着

郵送：１月２５日（月）～

　　　　　２月３日（水）必着

窓口・郵送：１２月１４日（月）～２２日（火）必着

窓口のみ：１２月２４日（木）9:00～17:00

１月　９日（土）

１月　９日（土）

８月２０日（木）

９月５日（土）

９月２３日（水・祝）

１０月３日（土）

１１月１４日（土）

７月２５日（土）

８月２０日（木）

１０月３日（土）

１１月１４日（土）

１２月５日（土）

１１月１９日（木）

個別相談会(9：00～16:00)

ナイト学校説明会(18：30～)

ＥＩＷＡ　DAY（9：30～）

入試説明会(10：00～)

入試説明会（14：00～）

ミニ入試説明会（14：00～）

オープンキャンパス(9：30～)

個別相談会(9：00～16:00)

ナイト学校説明会(18：30～)

学校説明会、公開授業(9：30～)

入試説明会(9：30～)

※同一内容

ナイト入試説明会(18：30～)

１月　９日（土）

２月　６日（土）

２月　６日（土）

１月２３日（土）

　９月２４日（木）～１０月　９日（金）

１０月　７日（水）～１０月２１日（水）

１１月１２日（木）～１１月２７日（金）

１２月　９日（水）～１２月１７日（木）

　２月　４日（木）～　２月１２日（金）

　２月２４日（水）～　３月　４日（金）

１０月　７日（水）～１０月２１日（水）

１１月１２日（木）～１１月２７日（金）

１１月１２日（木）～１１月２７日（金）

　２月　４日（木）～　２月１２日（金）

１１月１２日（木）～１１月２７日（金）

　２月　４日（木）～　２月１２日（金）

　２月２４日（水）～　３月　４日（金）

　２月　９日（火）～　２月１９日（金）

　２月２２日（月）～　３月　７日（月）

　３月１６日（水）～　３月２５日（金）

　３月２４日（木）～　３月２９日（火）

　９月１６日（水）

１０月　３日（土）

１１月　７日（土）

１２月　５日（土）

　１月３０日（土）

　２月２０日（土）

１０月　３日（土）

１１月　７日（土）

１１月　７日（土）

　１月３０日（土）

１１月　７日（土）

　１月３０日（土）

　２月２０日（土）

　個別試験なし

　個別試験なし

　個別試験なし

　個別試験なし

　９月１８日（金）

１０月　６日（火）

１１月１１日（水）

１２月　８日（火）

　２月　３日（水）

　２月２３日（火）

１０月　６日（火）

１１月１１日（水）

１１月１１日（水）

　２月　３日（水）

１１月１１日（水）

　２月　３日（水）

　２月２３日（火）

　２月　８日（月）

　２月１９日（金）

　３月１５日（火）

　３月２４日（木）

AO入試
（地域貢献枠含む）

自己推薦入試

専願入試

一般入試Ⅰ

スカラシップ
（学業特待生）選考

海外帰国生入試

推薦入試

一般入試

スカラシップ
（学業特待生）選考

海外帰国生入試

作文・面接（保護者同伴）

作文・面接（個人面接）

国語・数学・英語・面接（個人面接）

国語・数学・英語・日本語面接
（保護者同伴）

（必修）国語・算数Ａ・面接（保護者同伴）
（選択）算数Ｂまたは英語

（必修）国語・算数Ａ・日本語面接（保護者同伴）
（選択）算数Ｂまたは英語

国語・算数・面接（保護者同伴）

国語・算数
※一般入試Ⅰと同一問題

国語・数学・英語
※一般入試と同一問題

自己推薦、専願、一般入試Ⅰ各
受験者ともに出願時に申請

推薦、一般入試受験者全員対象

指定校制推薦入学（給付奨学金制度有り）

山梨英和高等学校特別推薦入学
（給付奨学金制度有り）

公募制推薦入学（併願可）

一般入学Ａ日程試験（特待生制度有り）

一般入学Ｂ日程試験（特待生制度有り）

センター試験利用入試
　　（特待生制度有り）

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

Ⅰ期

Ⅱ期

出　　願　　期　　間 試　　験　　日 合　格　発　表 手　　続　　期　　間

＜大　　学＞

＜こども園＞
認定こども園の入園に関しては、お住まいの市町村との連絡・調整も必要となります。
詳しくは各園にお問い合わせください。

詳しくは、入試広報部にお問い合わせください。
ホームページ  http://ｗｗｗ.yamanashi-eiwa.ac.jp/jsh/
〒400-8507　甲府市愛宕町112　　TEL.０５５－２５４－１５９０(入試広報部直通)　FAX.０５５－２５２－６４４９

発
行
年
月
日
　
二
〇
一
五
年
七
月
一
〇
日
　
発
行
所
　
山
梨
県
甲
府
市
横
根
町
八
八
八
（
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
八
）
☎
〇
五
五
ー
二
二
三
ー
六
〇
一
二
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
五
ー
二
二
三
ー
六
〇
一
九
　
学
校
法
人
　
山
梨
英
和
学
院
・
法
人
本
部

＜高等学校・中学校＞
中学受験に向けて

高校受験に向けて

山梨英和カートメルこども園（旧山梨英和幼稚園） TEL　055-241-2801

山梨英和ダグラスこども園（旧韮崎英和幼稚園） TEL　0551-22-0707

山梨英和プレストンこども園（旧石和英和幼稚園） TEL　055-262-3880

（一般入試Ⅱの詳細は、Ⅰ終了後発表）

７月３１日～
　　　　　８月１日

７月３１日～
　　　　　８月１日
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